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民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成３０年６月１３日（水） 午前１０時    開会 

                午前１０時５１分 閉会 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 増永和起   副委員長 村 上 英 明  委  員 南野直司  

   委 員 弘   豊    委  員 森西  正   委  員 光好博幸  

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正          副市長 奥村良夫    

市民生活部長 野 村 眞 二  文化スポーツ課長 妹 尾 紀 子 

保健福祉部長 堤  守  同部参事 川 口 敦 子 

高齢介護課長 荒 井 陽 子  障害福祉課 森 川  護    

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 藤井智哉  同局書記 関  正 秀 

１．審査案件 

議案第４２号 摂津市山田川運動広場条例制定の件 

議案第４４号 摂津市立体育館条例の一部を改正する条例制定の件 

  議案第４６号 摂津市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び摂津市重度障 

害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定の件所 

管分 

  議案第４９号 摂津市介護保険条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第５０号 摂津市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービ 

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部 

を改正する条例制定の件 

  議案第５１号 摂津市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準 

を定める条例の一部を改正する条例制定の件 

 

   



－2－ 

（午前１０時 開会） 

○増永和起委員長 ただいまから、民生常

任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 本会議に引き続きましての民生常任委

員会、ありがとうございます。 

 本日は、過日の本会議で民生常任委員会

に付託されました案件についてご審査を

いただきますが、何とぞ慎重審査の上、ご

可決いただきますようよろしくお願いい

たします。 

 一旦退席させていただきます。 

○増永和起委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、光好委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 議案第４２号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 南野委員。 

○南野直司委員 山田川運動広場を公の

施設として設置し、指定管理者制度を導入

していきますということであります。 

 開始は来年の４月からということであ

ります。改めて指定管理者制度へ持ってい

くスケジュール等々、聞かせていただきた

いなと思います。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、南野

委員のご質問にお答えいたします。 

 指定管理者がこの平成３０年度の末で

一旦契約が終わり、平成３１年４月１日か

らまた更新となりますけれども、今年度、

その指定管理者更新に向けたスケジュー

ルといたしましては、この夏ごろに募集を

かけるという形になる場合は公募という

形をとらせていただいて、９月議会で債務

負担行為の部分について議案の上程をさ

せていただき、１２月議会に指定管理者を

指定する議案のほうの上程をさせていた

だくというスケジュールになっておりま

して、それでまた平成３１年４月から更新

の、指定管理者が決まるという予定で進め

るということになっております。 

 以上です。 

○増永和起委員長 南野委員。 

○南野直司委員 わかりました。 

 あとそれから、今まで無料でお貸しして

たと思いますけども、今度これからは有料

ということであります。平日が３５０円、

そして土日が５００円ということで、いろ

いろ市内の登録クラブ等々は減免がある

かと思うんですけども、何よりも、いずれ

にしても周知徹底が私は大事なところや

なと思います。このような運動広場がある

ということをですね。今までもお知らせし

ていただいてると思うんですけども、改め

てやはり広報等々通じて、市民の方へお知

らせしていくということが本当に大事や

と思います。その考えを、周知の方法です

ね、どのように考えておられるのか、お聞

かせいただきたいと思います。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 山田川運動広

場の周知方法について、お答えさせていた
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だきます。 

 これにつきましては、先ほど申し上げま

したように指定管理者の公募という形に

なりましたら、当然その部分で山田川運動

広場がありますということが周知される

ことに、一旦はなるかと思いますけども、

市民の方に対して平成３１年４月１日か

ら公の施設になるということにつきまし

ては、ホームページ、広報でという形にな

るかと思いますけれども、そういう形をと

って周知を図っていきたい思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 南野委員。 

○南野直司委員 わかりました。多くの摂

津市民の方が利用していただけるように、

どうか周知のほう徹底、よろしくお願いし

ます。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 それでは、以上で質疑

を終わります。 

 次に、議案第４４号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 おはようございます。 

 確認の意味でちょっとお聞かせいただ

きたいのですけども、表の中のハイフンの

欄が個人の共用使用に対応されてたとい

うことですね。それを団体に開放して、予

約制にするという理解だと思うんですが、

その狙いとしては第２体育室の使用率を

上げていくということも狙いに入ってる

のかとは思うんですけども、現状、個人利

用の方がどれだけおられて、それを団体に

開放されることによって、どういう効果と

いいますか、使用率が上がるという見込み

を、もしされているのであれば、ご説明よ

ろしくお願いします。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、光好

委員の鳥飼体育館の第２体育室の利用に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 鳥飼体育館の第２体育室の個人利用の

部分につきましては、人数的なお話でさせ

ていただきますと、平成２９年度では年間

で、大人が１４４人、子どもが７５人とい

うことで聞いております。 

 この利用ですけれども、午後の（２）と

いう区分の午後３時から６時という間に

つきましては、これまで共用使用の部分だ

けでございまして、そこの部分が専用使用

がふえることによって、そこの部分がほか

にも使っていただけるということであれ

ば、この人数を上回る形でふえていけばと

思っています。 

 過去の平成２８年度等を見ていまして

も、件数的には大体共用の部分と団体の専

用使用で使ってる件数というのは年間で

は同じぐらいの件数という形になってま

して、午後の（２）の午後３時から６時と

いうのは、共用使用の個人の方でもほかの

時間帯よりは少ないかなというところが

見えておりまして、そこの部分を団体専用

で使っていただけるということによって、

あとまた、団体の専用使用のほうでは、そ

この時間帯を入れることによって、今まで

は３時間ごとの使用しかできてなかった

んですけれども、通しで使用できるという

形の条例案を上げさせていただいてます

ので、そういうことでも団体の使用がふえ

れば、全体の利用率が上がるのではと考え

ております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 光好委員。 
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○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 もう一つ確認。もし団体が使うという前

提において、今まで個人が使ってた時間帯

に使えなくなるということはあるのかな

いのか、ご説明よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 光好委員のご

質問にお答えいたします。 

 現在、ほかの時間帯、専用使用が可能な

時間帯につきましても、団体の専用使用が

ない場合は個人が共用でお使いいただけ

るというふうになっておりますので、団体

の専用使用によって個人が使えなくなる

ということが、そんなにたくさん起こって

くるとは考えておりませんので、たくさん

お互いが使えるようになると思っており

ます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

理解しました。 

 ほかの施設も含めまして、皆さんに使っ

ていただけるように配慮いただければと

思います。ありがとうございます。 

○増永和起委員長 ほかに質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 では、以上で質疑を終

わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１０分 休憩） 

（午前１０時１１分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 議案第４６号所管分の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 南野委員。 

○南野直司委員 ひとり親家庭の医療費

の助成、そして重度障害者の医療費の助成

に関する条例の一部を改正ということで

あります。 

 中身につきましては、控除対象配偶者を

同一生計配偶者に改めるというのが大き

い中身なのかなというふうに思うんです

けども、この中身、同一生計配偶者、生計

をともにされてて、例えば生計は一緒なん

だけども、住所が別々でも対象に当たるの

かとか、その辺があるのかなと思うたんで

すけども、その辺、お聞かせいただきたい

と思います。 

○増永和起委員長 森川課長。 

○森川障害福祉課長 お答えさせていた

だきます。 

 今回、所得税法の一部改正によりまして、

これまで所得制限が設けられていなかっ

た控除対象配偶者につきまして、居住者の

合計所得金額が１，０００万円以下との所

得制限が設けられまして、従来の控除対象

配偶者以外に新しく同一生計配偶者とい

う用語が定義されております。 

 平成２９年分までの控除対象配偶者の

内容と、平成３０年分以降の同一生計配偶

者の内容につきましては全く同じものと

いうことになりますので、今回、重度障害

者医療費助成の文言の改正を行いますけ

れども、内容については全く同じものとい

うことになります。 

○増永和起委員長 ほかに質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 では、以上で質疑を終

わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１４分 休憩） 

（午前１０時１５分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 



－5－ 

 議案第４９号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 

 今回の条例の一部改正ということなん

ですけれども、その中身で特に市民にかか

わってこういうふうに変わるんだという

ことがありましたら、紹介していただけた

らなということで、この議案の中身だけで

すと、なかなかそこらあたりがわかりにく

いと思うので、少し補足というか、お願い

したいというふうに思います。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 それでは、弘委員の

ご質問にお答えいたします。 

 介護保険の自己負担割合及び高額介護

（予防）サービス費の所得段階の判定には

合計所得金額を用いておりますが、土地を

譲渡した場合に生じる売却収入等に対す

る税法上の特別控除が適用されていない

ため、被災地の防災集団移転促進事業や、

土地収用等で土地等を譲渡した場合、譲渡

した年の所得が急増し、介護保険にかかる

自己負担額が高額になる場合がございま

した。 

 土地の売却等は本人の都合によらない

場合もありますので、そのような土地の売

却収入等を所得として取り扱わないこと

とするよう、今回、合計所得金額等から租

税特別措置法に規定される長期譲渡所得

または短期譲渡所得にかかる特別控除額

を控除して得た額を用いることとするも

のです。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。 

 譲渡所得で一時的にその世帯に収入が

あったときに、所得段階のところで介護保

険の利用料が１割負担が２割負担になっ

たり、今後やったら３割負担になったりと

か、そういうようなことがあるんだけれど

も、そういう本人の都合によらないような

土地の譲渡にかかわっては、判定しないで

すよというふうなことが盛り込まれてく

るということなんですけれども、今、災害

だったり、土地収用だったりというような

ことを紹介してもらいましたけれども、例

えば本人が老人ホームに入りますとか、土

地家屋を処分するというふうな、そういう

ときありますね。そういうときの扱いもで

きれば参考に教えていただけたらという

ふうに思います。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 今回の改正につき

ましては、そのような内容が入っていない

ということになっております。 

 以上です。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 事前にどういうものかなと

いうようなことで資料を調べてたんです

けれども、本人都合、いろいろとあると思

うんですけれども、やむを得ずおうちを処

分されるというようなことはあり得ると

思うんですけれども、そういったものも含

まれるんではないのかなというふうな認

識が少しあったんです。だからそういった

ものも確認の意味で、もう一度お願いでき

ないかと思うんですけれども、よいでしょ

うか。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 申しわけございま

せん。先ほどの具体的な内容に、居住用財

産を譲渡した場合の最大３，０００万円、

というものと、特定の土地を譲渡した場合

の最大１，０００万円というものがござい
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ますので、このあたりが含まれてくるとい

うことで、先ほどの私の答弁は間違ってい

たと思いますので、訂正させていただきま

す。 

○増永和起委員長 ただいまの答弁訂正

を許可します。 

弘委員。 

○弘豊委員 済みません。ありがとうござ

います。 

 今回の改正が、これまでやはりそういっ

た形で本人にとってみれば自分が希望し

てということでなかった部分についても

自己負担がその年度だけ上がってしまう

ということが起きてたということですね。

そういったものをやはり救済していくと

いう意味では前向きな今回の改正なのか

なというようなことも受けとめておりま

すし、そこらあたりをまた市民にも知らせ

られるような、そういった工夫も考えてい

っていただけたらなというふうに思って、

これは要望として、私のほうからは以上と

させていただきます。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第５０号の審査に入ります。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 弘委員。 

○弘豊委員 そうしたら続きまして議案

第５０号なんですけれども、この改正の中

身で、第３条第２項中、「法人」の次に「又

は病床を有する診療所を開設している者

（介護保険法施行規則第１７条の１２に

規定する看護小規模多機能型居宅介護に

限る。）」というふうなことで記載されてい

ます。 

 この看護小規模多機能型居宅介護とい

うふうなことで言いましたら、これまで複

合型サービスと以前は呼んでて、その施設

の整備を施設の中でもやっていこうとい

うふうなことの計画はあったものの、なか

なか未整備で、なかなか事業者があらわれ

なくてというふうなことだったかと思う

んです。 

 なので、改めましてこの看護小規模多機

能型居宅介護の、今は摂津市に事業所は全

くありませんし、なかなか私は議員として

もなじみがないものですので、その中身に

ついての紹介と、この改正を受けて事業者

があらわれてくる見込みがあるのかどう

か。そこらあたりの見通しを教えていただ

けたらと思います。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 それでは、弘委員の

質問にお答えいたします。 

 看護小規模多機能型居宅介護は、どのよ

うなサービスかということでございます

が、高齢者本人やその家族のニーズに応じ、

通い、訪問看護、訪問介護、泊まりのサー

ビスの提供が可能となっております。 

 看護と介護サービスの一体的な提供に

よって、医療ニーズの高い要介護者への支

援の充実を図ることができるサービスで

あり、要支援１、２の方は利用できないん

ですが、要介護認定が出た方は利用できる

ということになっております。 

 それから、追加された診療所の対象とな

る事業所なんですけれども、現在、市内に

１か所、基準に合う事業所がございます。

今後の見込み量につきましては、第７期せ

っつ高齢者かがやきプランの中で、平成３

２年度を目標に、２４０人ということにし

ておりますので、市としても整備はしてい

きたいということで考えております。 
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 以上です。 

○増永和起委員長 弘委員。 

○弘豊委員 まだまだこの制度もできて

間もないといったらあれですけれども、年

がまだ浅いですし、全国的に見ても行われ

ている事業者は少ないというふうな、そう

いうサービスなのかなというふうに認識

してるんですけれども、医療的なケアが必

要な方であって、地域の中で暮らしていく。

今ある小規模多機能型居宅介護だったら、

その看護、医療的なそういった部分はなか

なか難しいというふうなことなんだろう

と思うので、行く行くは必要になってくる

というふうなことから、それは市内ででも

整備していくご努力を一層強めていただ

けたらというふうに思います。 

 この改正の条例の中身でいったら、法人

にプラスして個人開業医というふうなこ

とになるのかなと思うんですが、摂津市の

中ではなかなか個人開業医がこういった

ことに手を出すということというのは余

りあり得ないんだろうなと思いながら、全

国的に見たときに、過疎地とか地方のほう

でこういうものも必要で、法改正があるの

かなというようなことをいろいろと調べ

る中では思ってたんですけれども、これか

らの第７期せっつ高齢者かがやきプラン

で記されている計画に沿った中身、実行の

上ではぜひぜひ重ねて努力を行っていた

だくように要望として、私からは以上とさ

せていただきます。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

 森西委員。 

○森西正委員 おはようございます。 

 第３条第２項中の「法人」の次に、「又

は病床を有する診療所を開設している者」

ということで、先ほど弘委員も質疑をされ

ておられましたけれども、平成３２年度で

は２４０人という答弁をいただきました

けれども、これは利用者が２４０人という

ことでの認識でよろしいんですか。その点

をお聞かせいただきたいと思いますし、そ

れと、「法人」の次に、「又は病床を有する

診療所を開設している者」ということです

けれども、この診療所ということですが、

法人でない病院というのもここに該当す

るものなのか、その点をお聞かせいただけ

たらと思います。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 森西委員の質問に

お答えしたいと思います。 

 まず１点目、２４０人という見込み量は、

利用者の数でございます。 

 次に診療所の件でございますけれども、

法人でない診療所も基準に合っていると、

今回の改正でなっております。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 診療所の件で聞きたいの

は、診療所というふうに言われているとこ

ろではなくて、個人の病院という、もう少

し言うと、診療所でなくてベッド数が多い

病院というところが、この部分に関しては

法人でない、医療法人でないところの個人

の病院というところが開設が可能である

のかどうかというところをお聞かせいた

だきたいんですけれども。 

○増永和起委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 ただいまの質問に

つきましては、確認をさせていただきたい

と思います。 

○増永和起委員長 暫時休憩します。 

（午前１０時２９分 休憩） 

（午前１０時４０分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 川口部参事。 

○川口保健福祉部参事 それでは先ほど
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の森西委員のご質問にお答えいたします。 

 全ての病院が法人格を有しているとい

うことではございませんので、法人格を有

している病院につきましては、従前から該

当するということでございます。      

病院であるけれども法人格を有してい

ないところは、従前も今回の改正でも対象

ではございません。 

 もう一点です。法人につきましては、医

療法人や社会福祉法人、このようなものが

法人の中に含まれているものでございま

す。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 ご答弁いただきました。 

 先ほどから２４０人の利用者を目標と

されるということでありますけれども、今

まで地域密着型サービスにおいて、なかな

かと手を挙げていただける事業者がおら

れないというふうなことでして、今回この

介護保険法施行規則の改正というのは、こ

れは全国的に見て、例えばそういうふうな

点で手を挙げていただけるその事業者が

少ないというところがあって、幅を広げら

れたということかなというふうに思いま

すので、摂津市においてなかなかと今まで

厳しい部分がありましたので、何とか開設

に向けてとか、事業者が出てこられるよう

な努力をぜひとも進めていただきたいと

思いますし、以前からも委員会等でも話を

させていただいてますけれども、今までと

違った考え方とか、そういうこともやはり

進めていかなあかんというふうには思い

ますので、今までで手を挙げていただける

ところがなかったので、同じような中身で

もって、そしたら手を挙げてくださいとい

うてもなかなか厳しいと思いますので、ち

ょっと方向を変えて、考え方を変えて進め

ることも検討していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 では、以上で質疑を終

わります。 

 次に、議案第５１号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは確認の意味で

１点だけ質疑させていただきます。 

 この条例改定は、確認すると、昨年の６

月にも一部改正されてるところで、議事録

を読んでますと、更新研修を受ける方の誤

解を招くことがあって一部改正をされて、

またことしもされてるということなので、

中身について、もう一度ご説明いただけれ

ばと思います。お願いします。 

○増永和起委員長 川口部参事。 

○川口保健福祉部参事 今回のこの改正

につきましては、主任介護支援専門員の更

新研修にかかる内容となっております。 

 まず、主任介護支援専門員の資格ですが、

これは平成１８年に新たにできました制

度で、当初はこの資格に有効期間が設けら

れておりませんでした。平成２８年度にな

りまして、主任介護支援専門員として継続

的な資質向上を図るということを目的に、

５年ごとの更新制度が導入されることに

なりました。 

 平成２６年度までに主任介護支援専門

員の研修を修了した者について、経過措置

として、平成２３年度までに修了した者に

ついては平成３１年３月３１日まで、平成

２４年度から平成２６年度までに修了し

た者については平成３２年３月３１日ま

で有効期間が設定されました。 
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 その定義に不明確なところがあるとい

うことで、平成２９年に一部改正がされま

した。５年の有効期間内に更新研修を受講

しますが、受講した日からまた５年後、更

新研修を修了した日を起算日といたしま

すと、５年きっちり満了日に研修を受けら

れるとよいですが、研修の機会がそう多く

あるわけではございませんので、更新研修

を例えば４年で受けた場合は、そこを起算

日として５年となりますと、１年早くに研

修を受けることとなり、不公平が生じるよ

うな状況となっておりましたので、それを

昨年の改正において文言整理がされたと

いうことでございます。 

 今回の改正は、また新たに経過措置の規

定についてでございます。これにつきまし

ては経過措置期間内に主任介護支援専門

員の更新研修を修了した場合、それぞれ先

ほど申し上げましたように、平成３１年３

月３１日まで、あるいは平成３２年３月３

１日までの経過措置が与えられるという

文言になっておりましたので、更新研修を

修了していない場合においては、当初の主

任介護支援専門員研修を受けた５年後以

降は資格を有していなかったというよう

にとれるということになりますので、資格

がない中で業務に当たっていたという事

態が生じないよう、更新研修の受講要件を

満たす者は更新研修を受けていても受け

ていなくても、この経過措置の期間は主任

介護支援専門員の資格を有する者という

ように、文言の整理が図られたものでござ

います。 

○増永和起委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

わかりやすかったです。 

 主任ケアマネジャーに、しっかりと研修

を受けていただくことは重要やと思いま

すけれど、誤解のないようにといいますか、

これからも気をつけていただければと思

います。理解しました。ありがとうござい

ます。 

○増永和起委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時４９分 休憩） 

（午前１０時５０分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 議案第４２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 議案第４４号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 議案第４６号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 議案第４９号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 議案第５０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 議案第５１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○増永和起委員長 全員賛成。よって本件

は可決すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会いたします。 

（午前１０時５１分 閉会） 
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